
筈
え
坐
,
し
な
が
ら
執
武
一
咋
年
末
に
文
芸

読
者
の
お
便
り
か
ら

春
秋
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
私
の
マ
ル
ク
ス
」

の
一
章
に
も
あ
っ
た
、
同
志
社
大
学
神
学
部
、

の
判
途
と
重
な
り
、
改
め
て
袖
添
学
生
の
思

老
力
に
感
心
。
尋
響
の
お
便
り
か
ら
」

に
掲

城
さ
れ
て
い
た
村
上
忠
一
氏
の
白
由
聖
餐
の
昔

え
方
の
偏
志
社
W
身
牧
師
の
評
"
力
悪
し
と
の

お
説
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
鮓
し
い
問

題
。
佐
藤
氏
ナ
瓢
師
に
し
た
の
が
立
命
館
の
方

か
甲
か
っ
た
の
で
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
た

゛
.
、
が
、
今
寸
の
掲
載
で
や
っ
と
安
心
し
た
。

(
神
戸
市
田
中
康
稔
)

0
製
礼
の
令
体
像
が
良
く
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
の
が
業
帖
し
い
卒
業
し
て
訟
年
、
い
ま
に

な
っ
て
、
よ
き
大
学
、
よ
き
仲
問
に
恵
ま
れ
た

こ
と
オ
点
謝
し
て
い
ま
す
。(
鳥
原
市
水
田
岑
生
)

0
黒
社
時
桜
1
2
4
号
に
效
筆
さ
れ
粛
込

貳
氏
の
諭
文
は
何
回
も
繰
り
返
し
て
読
ん
で
い

ま
す
 
1
年
に
1
川
河
氏
の
論
文
(
説
)
で
も
、

エ
ッ
セ
イ
(
随
笹
)
で
も
河
志
社
時
惚
に
掲
幟

を
希
田
し
ま
す
温
故
知
新
を
ゆ
る
が
せ
に
し

て
は
い
け
ま
せ
ん

0
「
ア
メ
リ
カ
研
究
所
設
立
印
周
年
四
ど
特

集
、
佐
藤
優
さ
ん
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、
文
科
省
採

択
の
質
の
高
い
大
学
教
台
挑
迩
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
C
P
)
に
か
か
わ
る
レ
ポ
ー
ト
な
ど
盛
り
沢

山
の
内
{
谷
の
1
2
7
山
リ
小
で
も
「
イ
ン
テ
リ

ジ
エ
ン
ス
と
祠
志
礼
精
神
」
の
佐
藤
氏
の
レ
ク

チ
ャ
ー
、
乃
歳
の
柔
軟
性
に
か
け
た
頭
だ
が
、

(
龍
ケ
崎
市
」
儒
一
枯
)

(
福
岡
市
辻
村
幸
雄
)

0
1
2
7
号
の
佐
藤
優
さ
ん
の
講
演
は
と
て
も

興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
愚
想
は
ど

う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
な
か
な
か
難
し
い

話
だ
っ
た
よ
う
で
何
回
も
繰
り
返
し
読
ん
で
い

ま
す
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

(
大
阪
市
高
木
新
こ

0
広
い
題
材
を
剛
唖
休
く
配
し
て
内
容
の
濃
い

冊
f
で
い
つ
も
感
心
し
て
お
り
ま
す
。
表
紙
裏

の
襄
先
生
の
お
下
紙
は
凄
い
イ
ン
パ
ク
ト
、
気

呪
を
感
じ
ら
れ
ま
す

ノ
゛
旨

0
プ
ロ
編
集
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
日
か
ら

み
て
作
り
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
字
が

小
さ
す
ぎ
ま
す
。
同
志
社
に
対
す
る
吾
ル
が
画

一
的
過
ぎ
ま
す
本
ソ
ー
に
同
人
誌
の
よ
う
で
刺

激
が
あ
り
ま
せ
ん

0
1
2
7
晶
み
ま
し
た
内
容
が
幅
広
く
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

小

中
、
高
校
、
大
学
と
学
校
法
人

幼
稚
園
、

、

同
志
社
の
動
き
を
細
か
く
感
じ
取
れ
る
内
容
で

す
。
今
丹
は
「
ア
メ
リ
カ
研
究
所
釦
周
年
尋
曾

の
特
集
で
し
た
。
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
毎
号
期
待
を
も
っ
て
読
ま
せ
て
も

ら
っ
て
ま
す

応

(
東
京
都
渡
辺
妙
f
)

(
東
京
都
長
田
貴
仁
)

同志社大学ホームカミングデー2009
こころ

"精神に帰る一日"
卒業生の皆様を思い出多き"今出川キャンパス"にお迎えし、旧師や旧友との

再会、現役学生の活動をとおして母校との「紳」をより深めていただく機会と
なることを願い、 10回目を数える「同志社大学ホームカミングデー2009」

を開催いたします。

◆日時2009年11月8日(日) 10時~16時45分

◆会場同志社大学今出川キャンパス

■主なプログラム■

.開会式 10.00~同志社礼拝堂・講演会 11.20~12:00 講師.八田英二学長

.卒業生交流レセプシヨン 12 30~13.45 (会費雋リ)

.野点・学生による模擬店・アトラクシヨン・記念撮影

.施設公開・キャンバスツァー・閉会式 16.30~

*こ来場の同志社大学卒業生の方には、記念品をこ用意しています。

*開会式.卒業生交流レセプションは、「同志社創立134周年記念りユニオン」と合同開催行事。

お問い合わせ先同志社大学校友・父母課
TEL.075.251-3009/FAX.075-251・3097 E・mail.ji・koyu@ma".doshishe.ac.jp

困回團圏
同志社創立134周年記念 R@覗餓f0餓

^兆'

<期問> 2009年10月1日(木)~

2010年]月3]日(日)

<時問>]000~1700

(土・日曜日は] 6'00まで)

<場所> Neeslma Room

(同志社大学今出川キャンパス

ハリス理化学館部皆)

<閉室日>祝日、 2009年】1月29日、

12月23日~2010年1月6日

公開講演会

詳細未定。決定次第

ホームページでお知らせします。

お問い合わせ先

同志社社史資料センター Tel.075-251・3042

E.meiui.shesi@meil.doshishe.ac.jp

第36回Neesimo Room企画展

新島八重の生涯一進取と衿持一
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